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水産分野における気候変動適応計画立案の流れ：イメージ

影響評価

気候変動による影響評価 社会変化による影響評価

例）水温変化→漁場変化 例）人口変化→産業人口変化

リスク判断

重大性 緊急性 確信度

エキスパートジャッジ＠政府の気候変動適応計画

気候変動適応計画立案

気候変動への適応を考える：肱岡、2022参考



水産白書：漁業・養殖業の生産量の推移

養殖業は人工的に飼育した水産物を捕獲

養殖業以外の漁業では自然の海から漁船等で水産物を捕獲



気候変動による影響評価プロセス

現代（過去・現在）の自然環境と
水産資源との関係性モデリング

モデルを将来の自然環境へ適用

現代
（過去・現在）

将来予測 2090S
@温暖化対策無

北西太平洋解析予報格子点資料 MOVE3Dvar

by 気象研・気象庁

北太平洋海域10km将来予測データ FORP-NP10

By  DIAS/JAMSTEC

現代の
サンマ
漁場

将来の
サンマ
漁場

9月サンマ漁場・
分布水温

桑原ら（2009） 16-19℃

Kuroda and Yokouchi 
（2017）

12-18℃

例：サンマ漁場

https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=200902270183397035

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/fog.12207

https://www.kokushi.fra.go.jp/index-2.html

水温でモデル化



黒潮大蛇行

串本・浦神潮位差

3.大蛇行流路

1.非大蛇行接岸流路
≒

直進流路
2.非大蛇行離岸流路

判定基準
（1）潮岬で黒潮が離岸し

ている（串本と浦神の潮
位差が小さい値に安定
していることで判定

黒潮の典型的な3流路

判定基準
（2）東海沖（東経136～
140度）での黒潮流路の
最南下点が北緯32度よ

り安定して南に位置して
いる)。

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/shindan/b_2/kuroshi

o_stream/kuroshio_stream.html



黒潮大蛇行時の水温分布特徴

水温

水温偏差
（平年値から

の差）

潮岬以東沿岸高温

土佐湾～潮岬低温

数値データ https://ds.data.jma.go.jp/gmd/goos/data/



黒潮大蛇行は海洋熱波ほどは珍しくなくエルニーニョよりは珍しい

34％@過去60年（1962-2021）

非大蛇行接岸流路
33%

非大蛇行離岸流路
33%

大蛇行流路
34%

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/KAIYO/qboc/backnumber.html より算
出

代表的な海洋気象イベント

1σ 過去60年大蛇行発生期間

2σ 海洋熱波
2.5σ 異常気象30年に1回

2.9σ 極端気象
100年に1回

0.9σエルニーニョ

検索結果：黒潮大蛇行と水産業

黒潮大蛇行が起きると
水産に影響!!



海洋生態系模式図

FRAnews26改

大気・風

海流

栄養塩

高次生態系

低次生態系

水温
水温

プランクトン
・栄養塩

https://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/news/fnews26.pdf

海流



魚類の漁獲水温

水産庁（2017）

暖水性（暖かい海を好む）魚類
冷水性（冷たい海を好む）魚類



材料

１）アンケート
対象都県：

鹿児島県、宮崎県、大分県、愛媛県、高知県、徳島県、和歌山県、三重県、愛知県、静岡
県、東京都（八丈・大島）、千葉県、茨城県
内容：
大蛇行と付随する現象、漁海況への影響、流通等関連する産業への影響の問い合わせ
２）水産庁委託事業傘下の会議資料
3）学会発表

文献：

・日下、櫻井、山田、竹尻、後藤、伊與田、石川、陶山、丸山、中野、上原、岸、東元、今泉
、大畑、大森、瀬藤（2021）：

黒潮大蛇行発生に伴う海況変化が本州太平洋沿岸域の漁海況へ及ぼす影響、黒潮の
資源海洋研究
・日下・瀬藤（2022）：

黒潮大蛇行に伴う関東・東海沿岸域における海況の推移と漁況への影響、月刊海洋
・久野正博（2021）

黒潮大蛇行が三重県沿岸の漁海況に及ぼす影響、日本海洋学会招待講演
・日下 彰（2023）：漁業への影響、FRAニュース vol.73



日本南岸漁獲の代表的水産生物

マイワシ

ゴマサバ

マサバ

カタクチイワシ

サワラ

ブリ

クロマグロ

カツオ

ワカメ ヒジキ テングサ

サンゴ

シラス

イカナゴ

タカベ

キハダ

ヤリイカ

養殖カンパチ

クサヤモロ

キンメダイ

タチウオ

トラフグヒラメ

図はサクラエビではない暖水性生物：>20℃
中水性生物：15～20℃
冷水性生物：10～15℃
被輸送生物
移動しない生物
不明

アワビ



暖水性生物>20℃ and/or 移動しない生物

ブリ

クロマグロ

カツオ

キハダ

養殖カンパチ

〇豊漁@潮岬以東沿岸×不漁・不良@潮岬以西

ブリは近年、大蛇行期間以外でも多い

サンゴ

理由：暖水が棲息適水温

理由：冷水に晒される。
逃げられず。



冷水性生物10～15℃ and 移動しない生物

ワカメ ヒジキ テングサ

不漁・生育不良・海中林消失

理由：暖水に晒される。沿岸高水
位干出難。暖水性の植食性魚類
による食害も要因。逃げられず。

アイゴ クロダイ



被輸送生物（流れに逆らえない）：シラス

シラス

△不漁or豊漁

理由（想像）：長期間の大蛇行
期間中に沿岸への黒潮輸送

が複雑化

2004黒潮大蛇行は不漁
2017黒潮大蛇行では不漁・豊漁

不漁：黒潮・分枝流が沿岸無し

豊漁：黒潮・分枝流に沿岸に近接



冷水性生物10～15℃：トラフグ・タチウオ

タチウオ@紀伊水道

トラフグ＠遠州灘

2017不漁・以前豊漁

2017黒潮大蛇行では不漁
近年、トラフグは福島沖、タチウオは仙台湾で漁獲多



黒潮大蛇行と漁況との関係
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・トラフグ タチウオ は異なる ⇒ 気候変動と関連か

△
△

△



水産研究・教育機構機関紙：FRA NEWS 73

・日下（2023）：漁業への影響

https://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/news/fne

ws73.pdf
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